
1 
 

第 9 回（平成 28 年度第 3 回）CPD 運営委員会議事録 

 

日時：平成 28 年 9 月 1 日（木）15:00 ～ 17:00 

場所：森戸記念館 2 階 第 2 会議室 

出席者：（順不同、敬称略、出席者下線） 

広崎膨太郎会長、横内貴志男委員、石原直幹事、奥津良之委員、尾崎章委員、

木村軍司委員、但田潔委員、渡邊誠委員、日比谷啓介委員 

 

議題： 

1. 前回議事録の確認について 

2. CPD プログラム委員会活動報告 

3. ECE プログラム委員会活動報告 

4. 平成 28 年度 CPD 協議会の活動について 

5. その他 

 

配布資料： 

1) 日本工学会 CPD 協議会 役員・委員名簿（平成 28 年 9 月 1 日現在） 

日本工学界 CPD 協議会 運営委員会名簿（H28.9.1） 

          CPD 広報委員会 

日本工学界 CPD 協議会 CPD プログラム委員会構成（H28.9.1） 

        CPD 運用システム検討会 

日本工学界 CPD 協議会 ECE プログラム委員会構成（H28.9.1） 

(a) 委員会 

(b) 幹事会 

2) 第 8 回（平成 28 年度第 2 回）CPD 運営委員会議事録（案） 

3) 平成 28 年第 3 回（第 53 回） CPD プログラム委員会議事録（案） 

4) 第 35 回 CPD 協議会 ECE プログラム委員会幹事会議事録（案） 

5) H28 年度第 2 回 CPD 協議会シンポジウムの企画について 

6) 協議会ホームページ検討（カテゴリーA）の内容修正案 

 

 

議事： 

1. 前回議事録確認 

石原幹事より資料 2) に沿って 7 月 5 日（火）開催の第 8 回（平成 28 年度第 2 回）CPD

運営委員会議事録（案）の説明があり、これを確認した。 
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2. CPD プログラム委員会活動報告 

木村幹事より資料 3) 、5 月 27 日開催の平成 28 年第 3 回（第 52 回）CPD プログラム委

員会議事録（案）を使って CPD プログラム委員会の活動報告があった。本議事録（案）は

作成途中の版であり、これからメンバーによる確認を進めてもらうこととした。 

なお、この場において次回の開催予定を 11 月 17 日（木）10 時～12 時とすることを決定

した。 

 

3. ECE プログラム委員会活動報告 

奥津幹事より資料 4) 第 35 回 CPD 協議会 ECE プログラム委員会幹事会議事録（案）（未

確認版）を使って、ECE プログラム委員会の活動状況の報告があった。 

① 紹介のあった「計装・9 月号」への ECE プログラムの紹介記事について、アクティブ

広報の好例として今後の広報の施策に役立てていくことを確認した。 

② 広崎委員長より、プログラム名について、欧米では通常「Engineering Capacity 

Building」が用いられているが、日本工学会では、日本の「自らを自発的に啓発して

いく」という日本的な精神（日本的な「求道」の精神、日本に工学を世界で始めて導

入した Henry Dyer の精神）を表現すべく「Engineering Capacity Enhancement」と

川島委員が命名したことを再認識したい旨のコメントがあった。 

③ IoT 周辺でのプログラムの新規企画について秋永委員がコンタクトしている NEDO の

「部門」を確認して議事録に明示しておくと良い。また、古川 NEDO 理事長への来年

春の CPD 協議会シンポジウム招待講演の依頼においても話題にしたい。 

④ エレキハード技術者の育成に関して、9 月 27 日（火）、13 時 30 分～15 時にタスク会

合を開くこと、日立・武田委員を加えた会合を別に企画することを確認した。 

以上の議論を踏まえて、本議事録の修整、メンバーによる確認を進めることとした。 

 

5. H28 年度第 2 回 CPD 協議会シンポジウムの企画について 

広崎会長より資料 4) を使って、これまでの CPD 協議会シンポジウムの開催経緯、およ

びこれを踏まえた H28 年度第 2 回シンポジウムの企画について説明があり、議論の結果、

次の様に対応することとした。 

① 今年の秋季シンポジウムは、11 月 30 日（火）に建築会館にて開催する。 

② 当日のプログラム構成は、13 時～14 時 30 分で CPD 協議会全体会議、15 時～17 時

30 分で CPD 協議会公開シンポジウムを開催する。 

③ 公開シンポジウムのテーマは、継続性を重視して今年度第 1 回と同様の「ビジネス創

造力強化のための技術者継続教育」とする。 

④ シンポジウムの構成と講演者については、中西日立製作所会長など、産学官より３~４

名程度の有識者の出講をアレンジすること、および、これらの講演者をパネリストと

するパネルディスカッションを企画することを確認した。 
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⑤ CPD協議会への会員サービス向上のため、会員相互の情報共有促進を狙いとする「CPD

協議会会員の全員参加型委員会の設置案」を次回運営委員会に諮り、11 月 30 日前半の

全体会議に広崎会長より提案することとなった。 

 

6. 協議会ホームページの内容修整案について 

広崎委員長より、資料 6)に沿って、CPD 協議会ホームページの内容修正案が提示され、

議論の結果、以下の対応を行うこととなった。 

① CPD 協議会の表紙ページは、資料 6)の提案をベースに修整作業を進める。各委員

は記述内容をチェックして意見等があったらメールにて連絡する。 

② HP 内容修正のうち、ポータルサイトの整備、およびこれを補完する会員学協会

CPD ページへのリンクについては、CPD プログラム委員会が担当することとする。 

③ ページの最初に「委員長あいさつ」を入れるなど、「顔が見える」ように工夫する。 

④ 会員専用ページは残しておき、活用法は今後検討していく。 

⑤ 各種委員会委員用に、議事録のページに会議日程を掲載することを検討する。 

 

7. 次回、第 10 回（平成 28 年度第 4 回）運営委員会は 11 月 24 日（木）15 時～17 時に

開催予定とした。 

 

以上 

 


